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2021 年 3 月尚絅学院 B 日程 数学解答 

第 一 問 

(1) －2  (2) 4√3  (3) a＝5𝑐𝑐−𝑏𝑏
2

  (4) x＝2，y＝3  (5) x＝−1±√21
2

  (6) 15  (7) a＝－
1
2
 

 
第 二 問 
問1 (1) ∠x＝70°，∠y＝30°  (2) 体積300，表面積360 

問2 (1) x＝8  (2) ① 
1
2
x＋7(g)  ② x＝10 

 
第 三 問 
問1 (1) 25  (2) n2  (3) 100 

問2 (1) A…8人 B…10人  (2) A…0.2 B…0.16  (3) ① ×  ② 〇  ③ × 

 

第 四 問 

問1 90°  問2 6通り  問3 6通り  問4 5
9
  問5 1

3
 

 
第 五 問 

問1 a＝1  問2 y＝x＋2  問3 3  問4 (
1
2
，

5
2
)  問5 6π 

 
第 六 問 
問1 △AEDと△CFDにおいて， 
   DEは∠ADBの二等分線だから，∠ADE＝∠CDF…① 
   DAは円Oの接線だから，∠EAD＝90°…② 
   直径に対する円周角の外角だから，∠FCD＝90°…③ 
   ②，③より，∠EAD＝∠FCD＝90°…④ 
   ①，④より，2組の角がそれぞれ等しいから， 
   △AED∽△CFD 
問2 40° 

問3 ⑴ 
4√5
5
  ⑵ 

18√5
5

 

 
 
  



2021 年 3 月尚絅学院 B 日程 数学解答 

第 一 問 

(6) (x－2)2－(x＋3)(x－4)＝x2－4x＋4－x2＋x＋12＝－3x＋16＝－3×1
3
＋16＝15 

(7) x＝2のときy＝－2となるから，y＝ax2にx＝2，y＝－2を代入して， 

－2＝a×(－2)2  －2＝4a  a＝－
1
2
 

 
第 二 問 
問1 
(2) AB2＝132－122＝25 AB＝5 

△ABC＝1
2
×5×12＝30 

求める体積は，30×10＝300 
側面積は，10×(5＋12＋13)＝300 
求める表面積は，300＋30×2＝360 

問2 

(1) 1
2
×x×6＝1

2
×(x＋4)×4，3x＝2x＋8  x＝8 

(2) ① 手順1において，容器Aから取り出す食塩の量は，
50
100

x＝1
2
x(g) 

よって，手順1のあと，容器Bの食塩の量は，
1
2
x＋7(g) 

② 手順2のあと，容器Aの食塩の量は，
1
2
x＋50

150
×(

1
2
x＋7)＝

2
3
x＋7

3
(g) 

2
3
x＋7

3
＝9より，x＝10 

 
第 三 問 
問1 
(1) 25 

(2) n2 
(3) n－1番目の図の左下の自然数は81＝92 よって，n＝10より，102＝100 
 
問2 
(3) ① A組 10番目と11番目は「20～30」の階級に入っているから，中央値もこの階級に入っている。 

B組 10番目の値は「30～40」の階級に入っている 
× 

② A組の最頻値は「20～30」の階級に入っている。 
B組の最頻値は「30～40」の階級に入っている。 
〇 

③ 平均値＝(階級値×度数)の合計÷度数の合計 
A組の平均値は，(5×2＋15×4＋25×6＋35×5＋45×3)÷20＝530÷20＝26.5(分) 
×  
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第 四 問 
問1 (大，小)＝(1，3)のとき，PはBに，QはDに移動する。∠APQ＝∠ABD＝90° 
問2 (大，小)＝(1，5)，(2，4)，(3，3)，(4，2)，(5，1)，(6，6) の6通り。 
問4 大小2個の目の出方は全部で，6×6＝36(通り) 

このうち，三角形ができないのは，問2 のP とQ が同じ位置にくる場合の 6 通りと，点P またはQ が点A
と重なる，(大，小)＝(6，1)，(6，2)，(6，3)，(6，4)，(6，5)，(1，6)，(2，6)，(3，6)，(4，6)，(5，6)の 10通り 

よって，求める確率は，1－16
36
＝

5
9
 

問5 (大，小)＝(3，1)，(3，2)，(3，4)，(3，5)， 
(1，3)，(2，3)，(4，3)，(5，3)， 

(1，2)，(2，1)，(4，5)，(5，4)の12通り。 

よって，求める確率は，
1
3
 

 
第 五 問 
問2 A(2，4)，B(－1，1) 

y＝x＋2 

問3 点Cの座標は(0，2)だから，△OAB＝△OAC＋△OBC＝1
2
×2×2＋1

2
×2×1＝3 

問4 点Dの座標は，(
1
2
，
5
2
) 

問5 OD＝
√26
2
 CD＝

√2
2

 

(OD2－CD2)×π＝6π 
 
 
第 六 問 
問2 ∠ADE＝180°－(90°＋65°)＝25° ∠ADC＝2∠ADE＝2×25°＝50° 
   ∠CAD＝180°－(90°＋50°)＝40° 

問3 ⑴ AC2＝AD2－CD2＝36－16＝20 AC＞0より，AC＝2√5 

     DA：DC＝AF：CF，6：4＝(2√5－x)：x，6x＝8√5－4x，x＝4√5
5

 

   ⑵ △ADC∽△BDA 
     AD：BD＝DC：DA，6：BD＝4：6，BD＝9 

△ABD＝
1
2
×9×2√5＝9√5 

     DEは∠ADBの二等分線だから，角の二等分線と比の定理より， 
     AE：EB＝AD：BD＝ 6：9＝2：3 

     よって，△AED＝△ABD×
2

2＋3
＝9√5×2

5
＝

18√5
5
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